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開館一年と
　　未来のアルテピア

特集

開館後一年、アルテピアを舞台に様々な催しや取り組みが行われてきまし
た。今回の特集では、この一年を振り返るとともに、これからも多くの人が
集うホールを目指した取り組みを紹介します。

1月 29 日に開催した陸上自衛隊

中部方面音楽隊「スマイルコン

サート」。フィナーレは市内高校

の吹奏楽部との合同演奏で会場

を盛り上げました。

平成 29 年 9 月 9 日開館。地上

４階建て。大ホールの収容人数

は 1008 人。この他、小ホール・

展示室・会議室・練習室・市民

ラウンジなどがあります。

2018 月号10 4

総合文化ホール「アルテピア」開館一周年
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場
を
提
供
す
る
こ
と
が
ホ
ー
ル
の
使

命
で
す
」
と
話
す
の
は
、
ア
ル
テ

ピ
ア
の
久
保
田
孝
館
長
。
「
一
年
目

は
『
出
会
う
』
を
テ
ー
マ
に
事
業
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
多
種
多
様
な
鑑

賞
の
場
を
企
画
し
た
り
誘
致
し
た
り

と
、
一
年
目
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
文

化
芸
術
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
を

第
一
と
し
ま
し
た
」
。

　

そ
の
結
果
、
こ
の
一
年
間
の
入
館

者
数
は
予
想
を
大
き
く
上
回
る
約

20
万
人
。
オ
ー
プ
ン
効
果
が
あ
る
と

は
言
え
、
単
純
に
計
算
す
る
と
安
来

市
民
が
一
人
あ
た
り
約
５
回
も
来
場

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

久
保
田
館
長
は
「
貸
し
館
と
し
て

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
た
く
さ
ん
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
大
小
ホ
ー
ル
・
展
示
室
の
稼
働
率

は
平
日
を
含
め
て
５
割
を
超
え
て
い

ま
す
」
と
語
り
ま
す
。
こ
の
要
因
の

一
つ
に
施
設
の
規
模
が
あ
る
と
言
い

ま
す
。

　

「
イ
ベ
ン
タ
ー
（
コ
ン
サ
ー
ト

等

の

催

行

会

社

）

に

と

っ

て

当

館

は

使

い

勝

手

が

良

い

よ

う

で

す
。
１
５
０
０
席
以
上
の
ホ
ー
ル

一
年
経
っ
た
ア
ル
テ
ピ
ア

　

ス
モ
ー
ク
ブ
ル
ー
色
の
外
観
が
安

来
の
風
景
に
馴
染
ん
で
き
た
総
合
文

化
ホ
ー
ル
「
ア
ル
テ
ピ
ア
」
。
昨
年

の
９
月
９
日
に
開
館
し
て
か
ら
一
年

が
経
ち
ま
し
た
。

　

「
ア
ル
テ
」
は
芸
術
を
表
す
ス
ペ

イ
ン
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
ア
ル
テ

（a
rte

）
。
そ
し
て
、
理
想
郷
を
表
す

ユ
ー
ト
ピ
ア
（u

to
p
ia

）
の
ピ
ア
が

名
前
の
由
来
で
す
。
安
来
市
の
文

化
・
芸
術
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
あ

り
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

予
想
を
上
回
る
利
用
者
が

　

「
文
化
芸
術
、
交
流
の
拠
点
と
し

て
多
く
の
方
が
訪
れ
、
活
動
で
き
る

は
松
江
・
米
子
市
に
あ
り
ま
す
が
、

１
０
０
０
席
規
模
は
近
隣
に
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
ホ
ー
ル

の
３
０
０
席
規
模
で
、
本
格
的
な
ク

ラ
シ
ッ
ク
か
ら
展
示
会
ま
で
多
目
的

に
利
用
で
き
る
ホ
ー
ル
は
山
陰
地
方

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
複
数
の

ホ
ー
ル
が
あ
り
、
マ
イ
カ
ー
で
の
ア

ク
セ
ス
も
便
利
が
良
い
と
い
う
こ
と

で
、
イ
ベ
ン
タ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
」
。

評
価
が
高
い
ホ
ー
ル
の
音
響

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
中
心
は
１
０
０
８

席
を
有
す
る
大
ホ
ー
ル
で
す
。
特
に

音
楽
利
用
の
場
合
は
「
音
」
が
命
。

大
ホ
ー
ル
の
音
響
に
つ
い
て
、
な
か

う
み
交
響
楽
団
の
団
長
で
、
自
ら
も

バ
イ
オ
リ
ン
の
演
者
で
あ
る
角
久
夫

さ
ん
（
市
内
在
住
）
は
次
の
よ
う
に

評
価
し
ま
す
。

　

「
松
江
市
出
身
で
元
読
売
日
本
交

響
楽
団
の
古
田
川
達
男
さ
ん
に
演
奏

し
た
と
き
の
音
響
の
感
想
を
聞
く
と

『
健
康
的
な
音
』
と
表
現
さ
れ
ま
し

た
。
病
的
な
音
で
は
な
い
と
い
う
こ

アルテピア館長

　久保田 孝　さん

なかうみ交響楽団

　団長　角久夫さん

▲大ホールは 1008 席。広めの座席は座り

心地が良く長時間でも疲れません。

総合文化ホール「アルテピア」開館一周年

特集
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と
で
す
。
つ
ま
り
、
音
が
変
わ
っ
た

り
し
な
い
、
ス
ト
レ
ー
ト
な
音
色
だ

と
い
う
こ
と
で
す
」
。

　

ま
た
、
角
さ
ん
自
身
も
「
ス
テ
ー

ジ
上
で
は
お
互
い
の
音
が
聞
き
に
く

い
こ
と
も
あ
る
が
、
客
席
で
は
小
さ

な
音
ま
で
ク
リ
ア
に
聞
こ
え
て
い
ま

す
。
バ
イ
オ
リ
ン
の
ソ
ロ
な
ど
、
し
っ

と
り
と
し
た
音
楽
に
向
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
ね
」
と
明
か
し
ま
す
。

観
客
・
フ
ァ
ン
づ
く
り
が
必
要

　

２
年
目
に
入
っ
た
ア
ル
テ
ピ
ア
。

引
き
続
き
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
、

に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
く
の
に
は
何

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

角
さ
ん
は
「
今
後
は
芸
術
に
対
す

る
理
解
や
関
心
の
あ
る
市
民
や
音
楽

フ
ァ
ン
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
全
国
の
文
化

ホ
ー
ル
に
言
え
る
課
題
で
す
」
と
指

摘
し
ま
す
。

　

「
先
日
、
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
フ
ェ
（
音

楽
試
食
会
）
と
言
う
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
を
行
い
ま
し
た
。
し
か
も
ホ
ー
ル

だ
け
で
は
な
く
ロ
ビ
ー
で
も
。
一

回
、
気
軽
に
音
楽
を
聴
い
て
も
ら
お

う
と
い
う
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
」

と
、
口
コ
ミ
で
広
が
る
よ
う
な
観
客

づ
く
り
に
自
ら
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

一
方
、
久
保
田
館
長
も
「
２
年
目

か
ら
は
『
つ
な
げ
る
』
と
い
う
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
、
新
し
い
文
化
の
目
を

育
ん
で
い
く
必
要
性
を
語
り
ま
す
。

　

実
際
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
公
演

に
合
わ
せ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

（
※
）
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

積
極
的
に
展
開
し
、
芸
術
の
楽
し
さ

を
広
げ
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

※
地
域
に
出
向
い
て
普
及
活
動
を
行
う

こ
と
。

ホ
ー
ル
と
の
新
た
な
関
わ
り
方

　

ア
ル
テ
ピ
ア
に
は
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

会
員
制
度
が
あ
り
、
現
在
市
民
を
中

心
に
約
８
０
０
人
が
登
録
。
同
館
の

リ
ピ
ー
タ
ー
の
主
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
約
90
人
は
、
さ
ら
に

ナ
ビ
ゲ
ー
ト
会
員
と
し
て
登
録
し
て

い
ま
す
。
同
会
員
は
、
各
種
公
演
時

に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
確
認
や
入
退
場
の

誘
導
、
公
演
中
の
見
守
り
な
ど
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
の
一
人
、
古
志
野
君
子

さ
ん
（
市
内
在
住
）
は
、
退
職
を
機

に
社
会
貢
献
を
模
索
し
て
い
た
と
こ

ろ
同
制
度
を
知
り
応
募
し
ま
し
た
。

　

「
私
た
ち
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ア

ル
テ
ピ
ア
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ん
が

気
持
ち
よ
く
演
奏
・
鑑
賞
で
き
る
よ

う
に
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
来
場
者
や
施
設
の
皆
さ
ん
と
接

す
る
こ
と
で
、
学
ぶ
こ
と
が
多
い
で

す
」
と
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
の
意

義
を
語
り
つ
つ
、
都
合
の
良
い
時
の

み
参
加
で
き
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ

と
話
し
ま
す
。

　

「
こ
れ
だ
け
の
施
設
が
で
き
、
都

会
に
行
か
な
く
て
も
一
流
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

市
民
の
一
人
と
し
て
お
手
伝
い
す
る

こ
と
が
使
命
な
の
か
な
と
思
っ
て

▲来場者を誘導するナビゲート会員

の古志野君子さん。

① 12 月 10 には開館記念事業「NHK の

ど自慢」を開催。② 9 月には市美術展を

開催。③大ホール探訪ツアーの様子（5

月）④小ホールでの演劇の様子（12 月）

⑤アウトリーチ事業の様子。ドラムタオ

のメンバーが小学校を訪問（11 月）

①

②

③

④

⑤

6
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担
保
」
と
言
い
切
り
ま
す
。
一
定
レ

ベ
ル
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
や
フ
ァ
ン
づ
く
り
、
人
づ
く
り

に
つ
な
が
る
と
語
り
ま
す
。

　

現
在
、
同
館
で
は
自
主
事
業
と
し

て
「
ハ
ガ
ネ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
シ

リ
ー
ズ
化
。
国
内
外
か
ら
一
流
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
い
て
定
期
的
に

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
「
施
設
・
設
備
面
で
も
ま

だ
ま
だ
近
隣
の
人
に
ア
ル
テ
ピ
ア
が

マ
ル
チ
に
使
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
大
小
ホ
ー
ル
や
展
示
室

が
あ
り
、
特
に
小
ホ
ー
ル
は
、
展

示
や
ダ
ン
ス
、
飲
食
を
伴
う
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
、
幅
広
い
使
い
方
が
で

き
る
と
い
う
こ
と
を
提
案
し
て
い
き

た
い
」
と
、
利
用
拡
大
の
意
気
込
み

を
語
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
様
々
な
形
で
施
設
を
活

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

ア
ル
テ
ピ
ア
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、

日
本
的
な
市
松
模
様
が
、
常
に
変
化

し
続
け
る
発
展
の
揺
ら
め
き
を
炎
で

表
現
。
常
に
変
化
し
続
け
る
芸
術

と
、
守
り
・
発
展
し
続
け
る
文
化
を

現
し
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ボ
ル
の

よ
う
に
、
２
年
目
・
３
年
目
に
向
け
、

私
た
ち
の
心
の
豊
か
さ
を
変
化
さ
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
私
た
ち
が
ア
ル
テ
ピ
ア

を
舞
台
に
そ
れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
を
実

現
さ
せ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

や
っ
て
い
ま
す
」
と
、
安
来
が
盛
り

上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ア
ル
テ
ピ
ア

　

久
保
田
館
長
は
言
い
ま
す
。
「
市

民
に
愛
さ
れ
る
ホ
ー
ル
に
し
て
い
き

た
い
」
。
と
は
言
え
一
人
一
人
の
嗜

好
や
考
え
は
違
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
非
日
常
的
な
空
間
を
演
出
し
て
い

く
に
は
一
定
の
決
ま
り
が
必
要
で

す
。
そ
れ
を
久
保
田
館
長
は
「
質
の

アルテピア自主事業「ハガネミュージック」

　安来の文化を音楽（芸術）の側面から支えられないか

と考え「HAGANE　MUSIC」は誕生しました。今年度は５

回シリーズで、いずれも世界各地の伝統音楽や楽器を紹

介しています。

　お招きするアーティストの共通の特徴は「自国や故郷

に誇りを持ち、音楽を通じてそれらを発信」しているこ

とです。伝統の音楽が途絶えることなく続いている、安

来で言う鉄づくり文化に通じるものがあります。

　この象徴として「HAGANE」という言葉を使い、ハガ

ネミュージックと名付けました。この

コンサートが安来の郷土愛や伝統文化

を考えるキッカケになればと思ってい

ます。

　これまで 3 回開催しましたが皆さん

に好評で、リピーターが増えてきてい

ます。山陰では初公演のアーティスト

も出演しています。

　ぜひ一度、お越しください。
アルテピア副館長
　　　坂口寛さん

▲安来節全国優勝大会は今年から総合文化ホールアルテピアに会

場を移し、8 月 15 日から行われたました。ホールの音響とアクセ

スの良さが参加者に好評でした。

▲ 8 月 26 日の HAGANE MUSIC は山陰初登場

の「パン ノート マジック」。パンとは鋼の

ドラムの意味。カリブ海周辺が発祥のドラ

ム缶でできた音階打楽器のパフォーマンス。

会場全体がトロピカルな雰囲気に。

　一方、ロビーの喫茶コーナーでは、HAGANE 

MUSIC の開催時にコンサート内容に関連した

特別ドリンクを販売。今回はココナッツ入り

のドリンクが登場。視覚や聴覚のみでなく、

味覚でも楽しむことができます。

HAGANE MUSIC 今後の予定
▼ 10 月 6 日㈯　ポルカ・ドット・アコー

ディオン▼ 12 月 2 日㈰　マリヤ・モッテ
ンソン＆フローデ・フェルハイム

総合文化ホール「アルテピア」開館一周年

特集


